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4．施工概要  

本工事では，ダラベルドレーンに使用する砕石を選定  

する目的で，施工前に現場で採取された砂を対象として  

日詰り試験が実施された．Fig．2に現場の砂と使用した  

砕石の粒度分布を示す．また，Fig．3にダラベルドレー  

ンの配置を，Photolに施工後掘出したダラベルドレー  

ン頭部を示す．   

施］二機械は，3点式杭打機にアースオーガなどのアタ  

ッチメントを取付けたもので，スクリューを取付けたケ  

ーシングを所定の位置まで回転貫人させ，その後ケーシ  

ング内に砕石を投入しながら引上げ，砕石柱を造成して  

ゲラベルドレーンの施エ  

佐野  進＊  
Susumu Sano  

1．はじめに  

千葉県市川市クリーンセンター建設の基経工事におい  

て，表層砂地盤の地震時の摘状化を防止し，杭の横方向  

抵抗力を保障することを目的としてダラベルドレーン工  

法が採用された．   

本文ではダラベルドレーン工法の原理を紹介するとと  

もに，現場で行った施工管理の概要について述べる．  
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2．エ事概要   

工事名：（仮称）市川クリーンセンター建設工事  

工事場所：千葉娼市川市田尻1003  

発注先：市川市役所  

工 期：平成3年6月30日～平成4年12月10日  

工事数量：¢500mm，エ＝7．5m，  

轟封丁設延長35，212．5m  

Fig．1液状化防止のメカニズム  

0
 
 

0
 
8
0
 
6
0
 
4
 

1
 
 
 

（
訳
）
掛
金
嘔
画
餅
惑
瑠
 
 

粒径加積  曲線  

■   

／   

／  

0  
J   

J   

0  lt ≦l一  
一一一一  
一一  3．ゲラペルドレーンエ法  

ダラベルドレーン工法は，砕石ドレーン工法，砕石（ダ  

ラベル）パイル工法などとも呼ばれる排水工法の一種で  

ある．砕石のような透水性の高い材料を砂地盤中に柱状  

に打設することによって排水効果を高め，地震時に砂地  

盤中に発生する過剰間隙水圧をいち早く消散させ，液状  

化を防止するための工法である．ダラベルドレーン工法  

による液状化防止のメカニズムをFig．1に示す．   

この工法は，低騒音・低振重かど施工が可能なため，サン  

ドコンパクション工法とならぶ代表的な液状イ臼寸策工法  

となりつつある．  
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Fig．2 現場採取された砂および  

ドレーン使用砕石粒度分布  

＊東関東（支）市川（出）副所長  

Photolダラベルドレーンの東部  
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調査配置図  
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事後州直調査位置  

場  

鎗伊ジ砂  

事前〃値調査位置  

ブラベルドレーン（¢500）  

1．5m三角形配列  
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Fig．3 現場平面図・断面図と調査配置図  
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Fig．4 ダラベルドレーン施工手順   

いく。Fig．4に施工手順を示す．   

ダラベルドレーン工法では，施工により周辺地盤に緩  

みが生じないようにする必要がある．本工事では，周辺  

地盤の締困り度の変化を調査するために，施工前後に標  

準貫入試験が実施されに Fig．5に施工前後のⅣ値を  

示す．ダラベルドレーンの施工により結果的にⅣ値は  

高くなり，地盤が緩むことなく打設されたことが分かる．  Fig．5 施工前後の州直推移状況   
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